
初一中級移行過程における語彙教育
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1,は じ め に

語学教育では・学習の水準に応じて初級 ・中級 ・上級 と三つの段階に分

けて教育を施すのが一般である。 この三つの段階の違いは,授 業時間数,

教科書や教材,ク ラス編成,授 業形態の差として現れるだけでなく,学 習

内容の質的な面でも相違する、 この、戴こ関 しては本誌21分 冊の拙稿で扱

ったので,こ こでは触れない。

目本語教育の課程が質的に差のある 「初一 中一上』の3段 階に分かれて

いるとすれば,初 級から中級へ,中 級か ら上級への各段階への移行過程で

は,教 育上何 らかの手当てを施さなければ十分な教育効果を挙げるごとは

勤待できないであろう。そのことを理解 して確実に学習者をり一 ドしてい

くためには,ま ず各段階の移行過程における教育内容および質の違いを教

師側が正 しく理解 し押 さえてお くことが求められる。そこで本稿では,特

に問題の多い 「初級一中級」段階の移行過程における諸問題を,語 彙の面

から取 り上げて,注 意を換起 したい。

2,初 級 と中級 との 差

初 級 か ら中級 へ の移 行 は,一 般 に考 え られ て い る よ うな穏 や か な ス ・一

プ状 の もの で は ない.階 段 状 にア ップ す る。 それ は教 育 の 内容 と質 との 差

に よ るの で あ るが,こ の こ とを心 得 て い な い で,い た ず らに初 級 と同 じ方

式 でそ の ま ま 中級 へ と,な だ らか に続 く教 科 書 が無 い の を嘆 くの は,い か

が な もの で あ ろ うか 、初 級 で は,最 も墓 礎 的 な とこ ろ を人 為 的 に抜 き出 し
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組織化 し,集 中的に学ぶ。一方,中 級では現実の言語生活での一般的言語

事象の基本的な部分のみを学んでい く。これを食事にたとえるなら,初 級

は入門期の母乳か ら離乳食への時代,中 級は日常の家庭料理へと移行 しそ

れに慣れる時代 と言えよう。これを教科書編纂の側から言えぱ,初 級教材

鵬 日本語の模型 として作為によって作文され,収 録する語彙や文法事項

は・初級語彙 ・初級文法の体系化のた めの人為的選択が施 される。 そ し

て・基本文型を中心に組み立てられた文 レベルの口頭言語を順次学習 して

いく。一方,中 級教材は書記言語 ・文章表現を中心に学習が進められ・収

録語彙や文法事項 も現実の言語生活において用いられる基本的なものは出

来るだけ網羅 し,た とえ初級 と同じものがあったとしても,中 級的な用い

方 として繰 り返し学習させる。つまり基本的な意味 ・用法は初級段階で,

周辺的な用法は中級 もしくは上級回しというわけである。

ところで,一 般に初級段階で与える語彙数は1,000か ら1ン500言吾ぐら

い,多 くても2,000語 どまりであろう。(注,早 大初級教科書に収められて

いる全語彙数は2,105語 。)中級段階ではさらに2,000語 から3,000語 ぐ

らい増やすわけであるから,合 計3～4千 語 といった ところが 中級終了段

階の学習語彙量 ということになる。 これを 日本人一般 の揚台と比較する

と・高校を修了 して大学生になる年齢層では,平 均4万 語以上の語彙量を

持つ と言われる。国研の語彙調査で も,新 聞の38,395語(昭 和4工年),雑

誌の30,331語(昭 和31年)で あるから,新 聞や雑誌を自由に読みこなせ

るようになるためには,つ まり通常の成人の目本語力並み とな るた めに

は,少 な くとも3万 語 ぐらいは理解語彙 となっていなくてはな らない。こ

れを中級終了段階の学習語彙数と比較すると,通 常 日本人の1割 程度の語

彙数 しか学んでいないとい うことになる。これは学習に当て得る時間と記

憶可能語数 との両者から導かれる結果である。初一中級学習で一般 日本語

の約1割 に当たる語数をしぽって与えるとなると,当 然のことながらそこ

に語彙選択が行われる。初級では,こ れからの語彙教育の基礎 となる・表

現や理解のために欠 くことの出来ない,日 本語語彙体系の中核部分を占め
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る1,000-1,500語 ほどの基礎語を与える。 いわば人為的 に選び抜かれた

語彙のエッセンス・先のたとえで言えば,母 乳と離乳食に当たる語 を集 中

的に与える。一方,中 級段階では,こ の墓礎的な1,500語 ほどの語群を核

にして,実 際の言語生活や言語活動 に必要な語彙,そ れも頻出度の高いも

の(いわゆる基本語)を 選んで与えていく。初級段階 と違 って・ これからの

学習効果を考えた,派 生的に語数を増やせる基 となる語にしぽっていくわ

けではない。実際の言語生活での必要語彙を増や していくので あるか ら,

語彙選択の基準は頻出度 の多寡 により,語 同士が形態的あるいは意味的に

関連がなくとも,そ の言語分野での必要語彙ならどんどん与えていく。 こ

れは次の上級段階へと進む過渡的段階であるから,あ る程度専門化 したそ

れぞれの分野 ごとの基本 となる語彙 を与えなければな らない。食物の例で

たとえるなら・家庭料理 に慣れるとともに・ 洋食,中 華料理,郷 土料理・

携帯食・ … と細分化 した食生活に対応できるよう慣 らしていく時期が中

級段階である。 留学生の場合,日 本での目常生活 と並行 して,学 生生活,

専門研究等をも進めるので あるから,そ れ らに必要な 日本語能力 の習得が

当然要求 され る。 語彙の面でもこれを反映 して,目 常の生活語彙,学 生

生濤語彙,専 門語彙,成 人 としての教養語彙,日 本人学生との交際語彙,

、等が個々 に要求 され,そ れを目本語教育の場で考慮 しなければな らな

いのである。 さらに上級になれば,完 全に学習者の専門別 に与えるべき語

彙の分野が分かれてい く.こ れを図
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で示せば左のようになるであろう。

初級で与える語彙は,学 習の墓礎

語彙 としてどの学習者にも共通のも

ので あるが,中 級段階で はそれ ぞ

れの目的に見合った分野の生活語彙

や,専 門課程に入る予備段階として

の学習語彙を選んで配合 していく。

技術研修のためならその分野のもの
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を早めに与えねばならぬし,翻 訳者や通訳養成なら,そ の任務の方面の語

彙を,大 学院生なら,理 工系か社会科学系か文科系かで上級段階でクラス

が分かれるのであるか ら,そ れへのステップとして中級段階でもある程度

のものをアレンジしていく匙加減が要求 される。と同時に,大 学生 として

の必要語彙,校 内生活や学友との社交のための語彙も覚えていかな1ナれば

ならないのである。このように中級段階には,初 級 と違った目標 と能力 と

が要求されるので・初級か ら中級への移行期には,こ の異質の学習内容に

スムーズに移れるような細かい配慮がなされている。ここでは語彙学習の

面に関 して・早稲田大学の教科書でどのよ うにそれがなされているかを,

章を改めて見てい くことにする。

3.初 一中移行期における語彙教育の特色

目本語の語彙を語種の面から眺めると,和 語 ・漢語 ・洋語(外 来語)の3

種から成 ることはつとに言われていることである.こ れを目本語教育の立

揚で考えると,初 級語彙は基礎的な和語中心,中 級語彙は派生的な和語に

加えて漢語の増加 をはかる。そして上級に至って一般成人向け日本語 もし

くは専門分野における日本語 と同じとするために・上級漢語や複合漢語が

加わってい く。初級は話 しことば中心であ り,基 礎語が多いため,必 然的

に和語の占める比率が高まる。 中級 は書きことぱへ と移行 していくため・

漢語の増加が著 しい。漢字学習の進行がこれに拍車をかける。初級が表現

語彙の増加を目ざしたのに対 し,読 み ・書 きに重点の移る中級では書きこ

とば語彙が増え,そ の結果,理 解語彙の割合が急速に増す。上級に至って

目で見て解釈できるならそれでよいとする理解語彙の数がますます多 くな

る。 これは習得漢字の数の攣加がそれを可能 にしていると見てよかろう。

次に,以 上のことを初一中の移行過程に限って見てい くことにする。資料

として早稲田大学に おける初級教科書の終わ りの10課(31～40課)に 出

てくる新出漢語および新出和語の一部を使用する。まず次の資料に目を通

されたい。
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31課 方 言(会 話 〉

転 勤,出 身,上 京 す る,苦 労 す る,将 来,専 攻 す る,先 輩1名 古屋

弁,標 準 語,卒 業 後,博 士 課 程,古 典 文 学,修 士 論 文,指 導 教授,入

学試 験,'よ く当 た りま した ね

32課 趣 味(会 話)

規 則 を覚 え る,実 際 にや る,相 談 す る,趣 味,目 本 の文 化,よ く理

解 す る,必 要/月 ・水 ・金1う ま くな る,ほ か の 日,つ ご うが悪 い,

い ちば ん い い,さ しつ か え びな い,う らや ま しが るか お茶 を た て る,

花 をい け る

33課 す も う(会 話 〉

め ん ど うで す,そ れ 以外 の 時,勝 負,地 位 が上 が る,逆 に 下 が る,

本 物 の試 合 、一一日に ち!き び しい 世界

34課 研 究 会 の相 談(会 議 形 式)

変 更 す る,交 渉 す る,概 論,議 長,賛 成,反 対,多 数 決1古 典 文 学

研 究 会,月 ・水 ・金!次 は来 週 の水 曜で い い です か,い ちば ん い い,

た いへ ん あ りが た い,け っこ うで す,古 典 を 読 み た い な ら手 伝 う よ,

ま と めて 注 文 す る,め い めい で 買 弘 作 品 を取 り上 げ る,決 を とる

35課 レポ ー ト(文 章,説 明 文,箇 条 書 き を含 む)

箇 条 書 き・健 康,都 市,発 達,消 防,計 画,交 通,混 乱 す る/近 代

都 市,諸 問 題,十 枚 程 度,新 聞 記 事,生 活 環 境,暖 房 用,工 業 用,地

下 水 の取 りす ぎ,交 通 機 閣,都 市化,人 口密 度,具 体 的 に論 ず る!土

地 が沈 む,発 達 に対 して 遅 れ てい る,住 宅 が 集 ま る,密 度 が 高 くな

る,問 題 を 明 らか にす る

36課 お 祭 り(文 章,論 説 文)

感 謝 す る,宗 教 が 存 在 す る,最 近 の調 査,信 仰,特 定 の宗 教,信 者

の人,影 響 す る,仏 教 の形 式,'農 産 物,無 宗 教 ・ 宗 教 的 な 習慣/か っ

い で回 る,た い へ ん な人 出,信 仰 を持 つ,全 部 捨 て る,生 活 に溶 け込

む,結 婚 式 を あ げ る,お 経 を あ げ る
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37課 日 記(日 記 体)

起床,現 代,社 会,思 想,講 演,意 見 ・ 家 底 理解7一 世 紀 文

化,当 時,解 説,留 学!東 北 地 方,日 本 歴 史,社 会構 造,座 談 会,進

歩 的,中 心 地,伝 統 的,時 刻 表,一 日 じ ゅ う1家 庭 の姿,い い勉 強 に

な る,や っ と晴 れ そ うだ

38課 手 紙(書 簡 体 ・敬 語 文)

経 験,上 京 な さ る,正 確 な 日本 語,ご 報 告1お 変 わ りご ざ い ませ ん

か,よ ろ し くお伝 え くだ さい,お か げで上 達 い た しま した,苦 手》 く

れ ぐれ もた い せ つ に

39課 訪 問(会 話,依 頼 ス タイ ル,敬 語文)

就 職,訪 問 す る!建 築 関係,建 築 会 社,紹 介 状!い ろ い ろ とた い へ

んで し ょ う,な にぶ んン か って な お,願い

40課 日本 語 の学 習(文 章,感 想 文,論 説 ス タイ ル)

上 達 す る,有 効 に,時 問 を利 用 す る,完 全 に身 につ く,割 合 か ん た

ん に覚 え られ る1目 常生 活,国 語 辞 典,不 自 由,代 表 的/文 字 を使 い

分 け る,ま だ ま だ勉 強 す る こ とが た く さん あ る/そ らで 書 け る,漢 字

とまぜ て用 い,ず いぶ ん違 った 書 き方,現 代 語 の発 音 に近 い,も っ と

もや さ しい単 語 な ら.一.,う か うか して は い られ な い/耳 で 聞 い た こ

とぱ,1油 断 大 敵

中級1課 校 内案 内(会 話)

構 内,完 成 した,演 習,本 部,教 務,庶 務,人 享,経 理,正 式,名

称,書 籍 ・ 衣 類,市 価,経 営す 砺 自由,施 設,'和 漢 洋 あ わせ て 百 万

冊,語 研,社 研,生 協/校 内案 内,案 内 板,現 在地 ・創 立 以 来 ・ 近 代

的 な建物,研 究室,大 学 本 部,各 学 部 ・ 何 号館 ・生 活 協 同 組 合 ・ 学 用

品,電 気 器 具,運 動用 具,学 生 生 活,運 動 場,案 内 図1丸 じ る しの と

こ ろ,お ちつ い た建 物 》 この 図 で は こ こ の とこ ろ に当 た ります ・ 大 学

の ま わ りに あ る食 堂,少 し離 れ た と ころ,少 しあ る い て み ま し ょ う,

い か に も大 学 の 図 書館 ら しい建 物 ・ た い した もの で す ね ・ 学 用 品 は も
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ち ろん)机 ン 書 だ な.,,そ の点 ま っ た く自 由で す ね,い こい の場

次に,こ こに掲げた各課の語彙に,初 一中級移行遁程における語彙教育

が どのよ.うに反映しているか,順 を追っで見ていくことにする。

(1)漢 語の増加

一見 してわかるように,中 級1課 では,そ れまでの初級にくらべて漠語

の数が急増する。文型や文法事項の面では・中級の初めの数課はむしろ初

級の終わ りごろよりや さしい。それまで学習 した初級文型 ・初級文法の総

復習 として新 しい事項は避け,む しろ使用語彙の面で初級で出て来なかっ

た ものをどんどん与えて自在な会話力 と速読力葎つけていく.中 級クラス

は,他 の教科書で学習 してきた者・自国で学習 してきた者など・前歴の異

なる学習者の寄 り合いであることが多いとい う性格も,こ のように文法事

項は総復習にして,新 しい語彙で応用力 を試すとい う授業の進 め方にな

るのである。 その結果,非 基本語彙の漸増 と抽象語の増加を引き起こす,

「本部,教 務,庶 務,人 事,経 理,・..』 といった不必要 とも思われる語

が1課 からさっそく飛び出すが,こ れは要記憶語彙ではなくて,特 異な新

出語 に出 くわしたとき自力で解決する訓練のためのもので・その文脈内で

理解へ と漕ぎつけさえすればよい。初級では表現語彙としてぜひ身につけ

ておきたいものを・中級ではそれに理解語彙び加わって語彙数の増加をは

かる。したが って,初 級 と同じ観点で新出語を扱お うとすると,ど うして

も無理が生ずるのである。

(2)複 合語の増加

課g進 行 とともに語彙数が増えるのは当然のことであるが,全 く新 しい

語が加わってい くだけでなく,中 級では慶習単語の組み合わせによる複合

語(合成語)の増加 も見遷がせない。そこで,そ の準備段階として初級後半

の課では・ごく僅かではあるが複合語を出 して慣れさせておく。造語法を

さりげなく知 らせて,中 級以後,新 出複合語に出会った際に自力で理解語

彙 とすることができる能力を養ってお くのである。先の資料では・複合和
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語 としては

取 り上げる(34),取 りすぎ(35),溶 け込む(36),使 い分ける(40)

な どが見 られるが数は少ない。(カ ッコ内数字は第何課であるかを表す。)

「一あげる/一 すぎ ノーこむ1一 わける」 といった複合成分を学ぶ と同時

に,r取 りすぎ/働 きすぎ/食 ぺすぎ!飲 みすぎ/遊 びすぎ… 」r溶 け込

む/し み込む1飲 み込む!取 り込む … 」など関連 して理解語彙数をふや

すことにも心 を致す。

(3)複 合漢字熟語び)増加

漢語は2字 熟語が最 も多いが,そ れにさらに1字 の造語成分が前か後ろ

に付 いた り,2字 熟語同士が結合して尋字熟語を造 ったりする。 中級段階

では,第1課 を見てもわかるように7漢 語の増加が特徴的で,い かに漢語

を理解語彙としていくかが問題 となる。(特 に非漢字系学習者に対 して)こ

れは漢字教育と密接な関係 を持 ち,個 々の文字の訓を知ることにより音読

できなくとも理解可能な語 となる。理解語彙が表現語彙を大幅に上回る増

加率 となる炉,こ れは中級教材力膜 語の頻出度の高いことによる。 もちろ

ん,読 み教材 として書 きことぱ中心 となるため,文 章語の特徴 として漢語

の使用率が高いのほ当然である。漢語の語構成を知 弘 自力で理解 できる

カ を養成するため,初 級の後半になると漢語を意識的に増やす。 しかも,

物質名詞でなく,抽 象名詞やサ変動詞の語幹 となる語が増えるので,そ れ

なりの対応方法を考えなけれ ぽな らない。 たとえば初級35課 で見ると,

複合漢語 として

近代都市・ 十枚径度・新関記事,生 活環境,交 通機関・人 口密度

等 を出し・熟語の造語形式に慣れさせるとともに,「近代都市,古 代都市,

工業都市,商 業都市...」 のように連想 によって連鎖的に関連語 を体系的

に増やす練習もする。また,

韮問題,暖 房坦,工 業用,都 市化,具 体堕

のような1宇 の造語要素 も,用 じ方式で語彙 を増やすよい練習台となるで

あろう。「地下水」のように,和 語 「みず」から類推でき,「水」の2次 語
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造 り とい う面 で 応 用力 を身 にっ け させ る素 材 とな る。 概 して漢 語 の多 い 文

章 は抽 象 度 の高 い論 説 調 とな るた め,こ の よ うな 文 体 に 償 れ さ せ る こ と

も,中 級 へ の橋 渡 し として大 切 で あ る。

(4)省 略 形 の理解

和 語 もま れ に省 略形 を造 るが,漢 語 はそ の傾 向 が著 しい。 「高 校 」 な ど

む しろ省 略 形 で 覚 え る。 中級1課 で は

生 協(生 活 協 同組 合)・ 語 研(語 学 教 育 研 究 所)

の よ うな 特 殊 な も の か ら,さ らに は 「和 漢 洋 あわ せ て 百 万 冊 」 の よ うな

表 現 を積 極 的 に出 して い る が,そ れ に先 立 って,初 級 で も 「月,水}金 」

(32,34課)の よ うな形 で 再度 出 して い るの で ある。

(5)派 生 義 の獲 得

中 級 で は語 彙 の増 加 と並 行 して・ 匿 習 語 彙 で も初 級 で 学 ん だ基 本 義 と は

違 った派 生 的 な意 味 を,い わ ゆ る転 義 な い しは派生 義 を学 ぶ 。 中級1課 で

見 るな ら,地 理 的 な場 所 で な い 「丸 じる しの.とこ ろ」(箇所 の意)や,`相 当

す る'の 意 味 でrで は こ この とこ ろ に 当 た ります 」 な ど,ま た,同 じr少

し」 で も揚 面 的 な 「少 し離 れ た と こ ろ」 と時 問 的 な 「少 し ある い て み ま し

ょ う』 な ど,意 図 的 に こ の よ うな使 い方 を提 示 す る。 そ の伏 線 と して初 級

の終 わ りで も,派 生 義 をぽ っ ぼっ 与 えて い く。

「よ く当 た りま した ね」(31)
,「 た いへ んな人 出」(36〉,「 現 代 語 の発

音 に近 い」(40),「 董 』で 書 け る」(40〉

な ど例 は多 レ}。同 じ 「よ く」 で も 「這 当た コま した ね」(31),「 罫一 理 解

す る」(32)の よ うに`う ま く 以 上 手 に'の 意 と`十 分 に'の 意 とを続 け

て 出 し,一 方 で 「い ちば ん い い」(32)の よ うな本 義`良 い'と 比 較 させ る

とい っ た具 合 で あ る。 文 脈 か らそ こ に用 い られ て い る語 の意 味 を と らえ る

練習 を 目ご ろ十 分 にお こな って お く。

(6)比 喩 的 用 法 の習 得

意 味 の転 用 と して,本 来結 び 付 か な い事 物 に対 して比 喩 的 に そ の語 を用

い る こ とが あ る。 比 喩 的用 法 で あ る。 中級1課 で見 る と,人 間 に対 して用
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い る 「お ちつ く」 をモ ノヘ と転 用 して 「お ちっ レ〕た建 物 」 の よ うに用 い る

類 で あ る。初 級 で も終 わ りご ろで は,こ の よ うな 比 喩 的用 法 を少 しず っ 示

して お く。

「土 地 が沈 む」(35) ,「 発 達 に対 して趣 て い る」(35〉・ 「住 宅 が集 ま

る」(35),「 密 度 が高 くな る」(35),「 信 仰 を聖 」(36),「 生 活 に溶 け込

む 」(36),「 家 庭 の姿 」(37)

な どが 見 られ る。

(7)慣 用 的 用 法 の習得

中 ・上 級 で の慣 用 旬 ・慣 用 表 現 学 習 の布 石 と して・初 級 で も少 しず つ こ

の よ うな例 を出 して お く。こ とばの組 み合 わ せ とし.て覚 え させ る ので あ る。

rさ しつ か えが な い」(32)
,「お 茶 を た て る」(32),「 花 を い け る」(32),

r決 を と る」(34)
,r結 婚 式 を あ げ る」(36〉,「 お 経 を あ げ る」(36),「 完

全 に身 にっ く」(斗0〉な ど。

(8)類 義 語 の使 い分 け

語 彙 の増 加 に と もな って 類 義 の語 が増 え て くる。 そ の意 味 ・用 法 の差 を

知 り,表 現 語 彙 と して正 しい 目本語 を身 にっ けて い くの も中 ・上級 段 階 で

あ る 、 中級1課 で 「創 立 以 来 」 とあれ ば 当然,初 級 の 「卒 業 後 」(31)を 思

い 出 し,そ の 違 い を考 え る。「め い めい で 買 うコ(34)で は 「そ れ ぞ れ」 との

対 比 を し,そ の後 出 て くるで あ ろ う 「お の お の 』 へ の伏 線 と して 類 義 語 を

学 習 して い く。「や2と 晴 れ そ うだ∫(37)で は 「よ うや く」 と比 べ る とい っ

た 具 合 にで あ る。

(9)字 義 を超 え た語 義 理 解

こ とば は時 と して その 文 字 の 表す 意 味 を 超 えた,文 中 ・句 中 で の意 味,

あ るい は 語 の組 み 合 わ せ の 中 で生 ず る特 別 の意 味 を表 す こ と が あ る.中 ・

上 級 で は,こ の よ うな 文脈 的意 味 や 熟 語 構 成 に よ って 生 ず る意 味 を出 来 る

だ け多 く身 につ げ さす 、 そ の手 初 め に 中級1課 で も

「い か に も図書 館 ら しい建 物 」 「学 用 品 は もち ろ ん,机,書 だ な,..」

な どが顔 を出 す 。 「い か に もAら しいB」 「Aは もち ろ んBも 」 とい う

一107一



文 型 の 中で は じめ て,こ の 「ら しい」 や 「もち ろ ん」 の意 味 が は っ き り し

て くる。初 級 で も 「耳 で 閤 い た こ とば 」(40)が 持 つ 意 味 は,「 耳 』 や 「聞

く」 がわ か って い て も理 解 で きる わ けで は な い 。 「貝で 見 た こ とぱ」 との

対 比 の うえで 意 味 力二は っ き り して くる。 そ の飽 「油 断 大敵 」(40)な ど,漢

語 の特 殊 な熟語 も,そ れ ぞ れ の漢 字 を知 って い て も全 体 の意 味 は っ か め な

い。 この よ うな 上級 的 な語 彙 学 習 も初 一 中級 移 行 過 程 か らぽ つ ぽ つ 与 えて

お くので あ る。

語 彙 教 育 は,初 級 ・中級 ・上 級 とは っき り 区別 す るべ き もの で は な い 。

これ は初 級 語彙 だ,中 級 語 彙 だ,い や これ は上 級 語 彙 だ と弁 別 す る と こ ろ

か ら,本 来 この3段 階 は裁 然 と分 か れ る よ うに思 わ れ が ちで あ る が,以 上

見 て きた よ うに,語 彙 の ふ る い分 け と語 彙 教 育 で扱 う内 容 とは全 く別 の事

柄 で,教 育 面 か らは この3段 階 は む しろ連 続 的 で,そ の移 行 過 程 で は重 複

す る よ うに橋 渡 し を しな け れ ば な らな い の で あ る。 同 じ語 で も本 義 と派 生

義,基 本 用 法 と比 喩 的用 法 とい うよ うに,幾 度 で も く り返 し初 一 中一 上 の

一 貫 教 育 の 中 で 与 え られ る べ きな の で あ る
。 そ の点 か ら,語 彙 教 育 は一 種

め 螺 旋 階 段 的 に何 度 も同 じ語 に 立 ち返 りな が ら上 へ上 へ と昇 って い く もの

で あ る こ とを忘 れ て は な らな い。
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